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ご
あ
い
さ
つ�

館
長
　
柴
野
　
康
二

　　

平
成
二
七
年
に
開
館
し
た
当
館
も
、
お
か
げ
さ
ま
で
七
周
年
を
迎
え
、
県

内
外
か
ら
多
く
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

度
も
コ
ロ
ナ
禍
は
続
き
ま
し
た
が
、
出
来
う
る
限
り
充
実
し
た
展
示
や
イ
ベ

ン
ト
を
お
届
け
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
日
々
の
取
り
組
み
を
続
け
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

春
に
は
「
新
収
蔵
品
展
」
を
開
催
し
、
新
た
に
ふ
る
さ
と
文
学
館
に
収
蔵

し
た
貴
重
な
資
料
の
数
々
を
紹
介
し
ま
し
た
。
夏
の
企
画
展
「
か
こ
さ
と
し

の
世
界
展
」
で
は
、
代
表
作
の
原
画
や
下
絵
、
故
郷
・
武
生
の
思
い
出
を
綴
っ

た
自
筆
原
稿
な
ど
を
紹
介
し
、楽
し
く
発
見
に
満
ち
た
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
秋
に
は「
深
田
久
弥
没
後
五
〇
年
記
念
展
・
山
が
あ
る
か
ら
」を
開
催
し
、

深
田
の
軌
跡
や
作
品
を
辿
り
山
の
文
学
の
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
企
画

展
は
い
ず
れ
も
来
館
者
数
一
万
五
千
人
を
超
え
ま
し
た
。
支
え
て
い
た
だ
い

た
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、展
示
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
講
演
会
や
文
学
講
座
、文
学
カ
フ
ェ

等
を
開
催
す
る
と
同
時
に
、
自
ら
が
創
る
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
趣
旨
で
、
創
作
講
座
や
文
章
講
座
、
講
師
が
直
接
学
校
に
出
向
い

て
講
義
す
る
出
前
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
秋
に
開
催
し
た
、お
し
ど
り
文
学
館
協
定
記
念
朗
読
会
「
津
田
寛
治
・

『
天
狗
争
乱
』
を
読
む
」
は
、
大
河
ド
ラ
マ
で
武
田
耕
雲
斎
を
演
じ
た
津
田

さ
ん
の
情
熱
的
な
朗
読
が
、参
加
者
の
心
に
残
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
展
示
や
講
演
会
、
創
作
講
座
な
ど
を
通
し
て
、
皆
様
が
文
学

に
親
し
む
機
会
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第8号

福
井
県
ふ
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新
収
蔵
品
展

�

会
期
　
四
月
二
四
日（
土
）～
六
月
一
三
日
（
日
）

　

昨
年
度
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
約
三
千
点
の

資
料
の
中
か
ら
、
郷
土
と
ゆ
か
り
の
深
い
作
家

の
貴
重
資
料
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

三
国
に
暮
ら
し
た
三
好
達
治
や
、
三
好
を
師

と
あ
お
い
だ
詩
人
・
則
武
三
雄
、
小
浜
市
出
身

の
詩
人
・
児
童
文
学
者
・
山
本
和
夫
の
他
、
越

前
市
出
身
の
書
家
・
評
論
家
の
石
川
九
楊
氏
と

い
っ
た
、
福
井
ゆ
か
り
の
作
家
や
文
学
を
さ
ら

に
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
の

文
学
に
関
す
る
資
料
の
散
逸
を
防
ぎ
、
貴
重
な

文
化
遺
産
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
文
学
館
の

活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

か
こ
さ
と
し
の
世
界
展

～
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
も
か
ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
も
大
集
合
！
～

�

会
期
　
七
月
一
六
日（
金
）～
九
月
二
〇
日（
月
・
祝
）

　

夏
季
企
画
展
と
し
て
、
越
前
市
出
身
の
絵
本
作
家
・
か
こ
さ
と
し
の
作
品

と
業
績
を
紹
介
す
る
展
覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
九
二
六
年
、
現
在
の
越
前
市
に
生
ま
れ
た
か
こ
さ
と
し
は
、
自
然
に
恵

ま
れ
た
環
境
で
幼
少
期
を
過
ご
し
、
戦
争
の
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
六
百
冊
を
越
え
る
絵
本
を
描
き
ま
し

た
。
展
示
で
は
、「
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
」
シ
リ
ー
ズ
や
「
か
ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
」

シ
リ
ー
ズ
な
ど
代
表
作
の
原
画
や
下
絵
の
ほ
か
、
紙
芝
居
「
ど
ろ
ぼ
う
が
っ

企
画
展
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こ
う
」
な
ど
、
絵
本
作
品
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
た

紙
芝
居
作
品
の
原
画
を
紹
介
。
ま
た
、
鈴
木
ま

も
る
氏
の
絵
に
よ
る
最
後
の
作
品
『
み
ず
と
は

な
ん
じ
ゃ
？
』
の
下
絵
と
原
画
も
展
示
し
、
生

涯
を
か
け
て
創
作
を
続
け
た
か
こ
さ
と
し
の
多

彩
な
作
品
世
界
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
井
と
の
つ
な
が
り
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
武
生
で
過
ご
し
た
幼
少
時
代
の
遊

び
と
思
い
出
を
ま
と
め
た
『
遊
び
の
四
季　

だ

る
ま
ち
ゃ
ん
の
思
い
出
』
の
自
筆
原
稿
を
全
国

初
公
開
。
ふ
る
さ
と
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
遊
ん
だ
経
験
が
、
様
々
な
作
品

を
生
み
出
す
土
台
と
な
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

深
田
久
弥
没
後
五
〇
年
記
念
展
「
山
が
あ
る
か
ら
」

�

会
期
　
一
〇
月
三
〇
日（
土
）～
一
月
二
三
日（
日
）

　

深
田
久
弥
の
没
後
五
〇
年
に
あ
た
り
、
な
ぜ
、
人
は
山
に
魅
せ
ら
れ
、
作

品
に
描
く
の
か
、
山
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
を
開
催
し
ま
し
た
。
深
田
は
石

川
県
加
賀
市
に
生
ま
れ
、
白
山
を
眺
め
育
ち
ま
し
た
。
福
井
中
学
校
（
現
・

藤
島
高
校
）
で
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
深
田
は
、

百
名
山
の
一
つ
に
福
井
県
の
荒
島
岳
を
選
ん
で

い
ま
す
。
本
展
で
は
、
深
田
の
作
品
世
界
や
実

像
に
迫
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
井
上
靖
や
新
田
次
郎
の
山
岳
小
説
と

そ
の
モ
デ
ル
に
も
な
っ
た
登
山
家
・
松
濤
明
や

加
藤
文
太
郎
、
エ
ッ
セ
イ
や
写
真
で
山
々
の
姿

を
表
現
し
続
け
る
増
永
迪
男
、
石
川
直
樹
な
ど
、

作
家
・
登
山
家
た
ち
の
貴
重
資
料
か
ら
山
の
文

学
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。

特
集
展
示

◆
プ
ロ
ロ
ー
グ
ゾ
ー
ン

ふ
る
さ
と
の
花
と
文
学

�

期
間
　
三
月
二
六
日（
金
）～
七
月
一
四（
水
）

　

常
神
半
島
神
子
の
山
桜
を
訪
ね
た
白
洲
正
子
『
か

く
れ
里
』
や
、
越
前
海
岸
の
水
仙
を
詠
ん
だ
短
歌
を

収
録
し
た
俵
万
智
氏
の
『
か
ぜ
の
て
の
ひ
ら
』
な
ど
、

福
井
の
花
を
テ
ー
マ
に
し
た
文
学
作
品
を
集
め
、
展

示
し
ま
し
た
。

伊
藤
柏
翠
生
誕
一
一
〇
年
記
念
展

�

期
間
　
四
月
一
七
日（
土
）～
七
月
一
四（
水
）

　

高
浜
虚
子
の
弟
子
と
し
て
句
作
に
は
げ
み
、
鎌
倉
で
、
三
国
出
身
の
森
田

愛
子
と
出
会
っ
た
後
は
福
井
に
移
り
住
ん
で
、
県
内
の
文
化
活
動
の
振
興
に

貢
献
し
た
伊
藤
柏
翠
の
生
涯
を
、
直
筆
の
資
料
や
著
作
を
通
し
て
紹
介
し
ま

し
た
。

「
２
・
４
３　

清
陰
高
校
男
子
バ
レ
ー
部
」
ア
ニ
メ
原
画
展

�

期
間
　
九
月
二
二
日（
水
）～
一
一
月
二
三
日（
火
・
祝
）

　

福
井
県
を
舞
台
に
し
た
壁
井
ユ
カ
コ
氏
『
２
・
４
３
』
シ
リ
ー
ズ
は
、

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
描
い
た
青
春
小
説
で
す
。
こ
れ
を
原
作
と
し
、

二
〇
二
一
年
一
月
に
放
送
さ
れ
た
ア
ニ
メ
の
貴
重
な
原
画
展
を
県
交
流
文
化

部
ブ
ラ
ン
ド
課
と
共
催
し
ま
し
た
。
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ふ
く
い
雨
も
よ
う
雪
も
よ
う

�

期
間
　
一
一
月
二
六
日（
金
）
～
三
月
二
三
日（
水
）

　

年
間
を
通
し
て
降
水
量
が
多
く
雪
や
雨
が
多
い
福
井
な
ら
で
は
の
天
気
を

描
き
こ
ん
で
い
る
小
説
や
随
筆
、詩
歌
を
集
め
ま
し
た
。
藤
岡
陽
子
氏
の『
お

し
ょ
り
ん
』
や
、
水
上
勉
『
停
車
場
有
情
』
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

宮
城
谷
昌
光　

古
代
中
国
小
説
の
軌
跡

�

期
間
　
一
一
月
二
六
日（
金
）～
二
月
一
六
日（
水
）

　

古
代
中
国
を
舞
台
と
し
た
歴
史
小
説
の
分
野
を
切
り
拓
い
た
宮
城
谷
昌
光

氏
の
作
品
を
彩
る
挿
絵
原
画
や
、
文
学
賞
受
賞
の
記
念
品
な
ど
、
宮
城
谷
氏

よ
り
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
貴
重
な
資
料
を
展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
作
品
の
魅

力
や
白
川
静
博
士
と
の
つ
な
が
り
を
紹
介
し
ま
し
た
。

全
国
文
学
館
協
議
会
協
同
展
示「
三･

一
一
文
学
館
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

大
地
と
海
が
ゆ
れ
る
と
き　

―
福
井
ゆ
か
り
の
作
家
と
地
震
―

�

期
間
　
二
月
一
八
日（
金
）～
四
月
一
〇
日（
日
）

　

福
井
地
震
や
東
日
本
大
震
災
な
ど
を
経
験
し
た
福
井
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

が
、
震
災
に
つ
い
て
綴
っ
た
文
学
を
紹
介
し
ま
し
た
。
多
田
裕
計
『
小
説
芭

蕉
』
や
津
村
節
子
氏
『
三
陸
の
海
』
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。

〈
タ
イ
ム
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
〉

加
古
里
子
没
後
三
年　
「
加
古
里
子
と
こ
ど
も
た
ち
」

�

期
間
　
四
月
一
七
日（
土
）～
七
月
一
四
日（
水
）

　
「
こ
ど
も
の
日
」
に
ち
な
み
、『
と
こ
ち
ゃ
ん
は
ど
こ
』、『
だ
る
ま
ち
ゃ
ん

と
か
み
な
り
ち
ゃ
ん
』
な
ど
、
こ
ど
も
た
ち
を
個
性
豊
か
に
描
い
て
い
る
絵

本
や
そ
の
複
製
原
画
を
紹
介
し
ま
し
た
。

祝　

俵
万
智
氏
迢
空
賞
受
賞

�

期
間
　
五
月
二
八
日（
金
）～
七
月
一
四（
水
）

　

俵
万
智
氏
の
第
六
歌
集
『
未
来
の
サ
イ
ズ
』
が
、
短
歌
界
で
最
も
権
威
あ

る
賞
と
い
わ
れ
る
迢
空
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
俵
氏
の
著
作

や
自
筆
資
料
を
紹
介
し
ま
し
た
。

お
し
ど
り
文
学
館
協
定　

福
井
県
・
荒
川
区
合
同
展
示

「
吉
村
昭
と
天
狗
党
」

�

期
間
　
一
〇
月
一
日（
金
）～
一
二
月
二
二
日（
水
）

　

文
壇
の
お
し
ど
り
夫
婦
と
呼
ば
れ
た
津
村
節
子
・
吉
村

昭
両
氏
に
ち
な
み
、
当
館
と
吉
村
昭
記
念
文
学
館
と
の
間

で
締
結
し
た
「
お
し
ど
り
文
学
館
協
定
」
の
四
周
年
を

記
念
し
た
展
示
で
す
。
吉
村
昭
と
、
敦
賀
で
非
業
の
最

期
を
遂
げ
た
天
狗
党
と
の
か
か
わ
り
を
紹
介
し
ま
し
た
。

よ
う
こ
そ
文
学
館
へ
！

�

期
間
　
一
二
月
二
四
日（
金
）～
三
月
二
三
日（
水
）

　

二
〇
二
一
年
に
来
館
し
た
作
家
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
う
ち
、
俳
優
の
津
田

寛
治
氏
や
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
作
家
の
裕
夢
氏
、
写
真
家
の
石
川
直
樹
氏
ら
八
人

の
色
紙
や
写
真
、
著
作
な
ど
を
紹
介
し
、
ふ
る
さ
と
文
学
館
の
一
年
を
振
り

返
り
ま
し
た
。

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
文
学
の
小
路

伊
藤
柏
翠
俳
句
記
念
館
所
蔵
写
真
展

�

期
間
　
四
月
二
四
日（
土
）～
七
月
一
四
日（
水
）

　

伊
藤
柏
翠
生
誕
一
一
〇
年
記
念
展
の
関
連
企
画
と
し
て
、
柏
翠
を
は
じ
め

森
田
愛
子
、
高
浜
虚
子
な
ど
ゆ
か
り
の
人
物
の
写
真
を
紹
介
し
ま
し
た
。



福井県ふるさと文学館報　第8号 （4）令和４年３月３１日発行

青
森
県
近
代
文
学
館
連
携

「
生
誕
百
年
記
念
特
別
展
太
宰
治
」
パ
ネ
ル
展

�

期
間
　
一
〇
月
二
九
日（
金
）～
一
二
月
二
二
日（
水
）

　

太
宰
治
の
故
郷
青
森
で
二
〇
〇
九
年
に
開
催
さ
れ
た「
生
誕
百
年
記
念
展
」

の
パ
ネ
ル
を
紹
介
し
ま
し
た
。

青
森
県
近
代
文
学
館
連
携

「
青
函
を
旅
し
た
文
人
た
ち
」
パ
ネ
ル
展

�
期
間
　
一
月
二
八
日（
金
）～
三
月
二
三
日（
水
）

　

青
森
と
函
館
、
両
地
を
旅
し
た
文
人
た
ち
の
足
跡
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま

し
た
。

文
学
の
小
路
を
作
品
発
表
の
場
に
ど
う
ぞ
！

　

展
示
室
周
辺
の
ス
ペ
ー
ス
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
文
学
の
小
路
」
で
は
、

文
学
に
関
す
る
作
品
（
詩
・
短
歌
、
俳
句
な
ど
）
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

学
校
の
授
業
や
部
活
動
・
県
内
文
学
関
係
グ
ル
ー
プ
の
文
学
に
関
す
る

作
品
発
表
の
場
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

第
六
八
回
福
井
県
小
中
学
生
写
生
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展

�

期
間
　
七
月
一
六
日（
金
）～
七
月
二
一
日（
水
）

　

福
井
県
内
小
中
学
校
の
図
画
工
作
・
美
術
教
育
の
充
実
・
向
上
を
目
的
と

し
た
「
県
小
中
学
生
写
生
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
入
賞
を
果
た
し
た
作
品
を
紹

介
し
ま
し
た
。

令
和
三
年
度

県
高
等
学
校
書
道
展
「
特
選
」
作
品
展
示

�

期
間
　
一
〇
月
一
日（
金
）～
一
〇
月
二
七
日（
水
）

　

福
井
県
内
高
等
学
校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
の
書
道
部

教
育
普
及
活
動

○
文
学
フ
ェ
ス
タ

　

一
一
月
、
県
内
で
文
芸
創
作
を
行
う
方
々
が
作
品
を
発
表
し
た
り
、
作
り

手
や
読
者
が
交
流
す
る
場
と
し
て
、
文
学
の
お
祭
り
「
文
学
フ
ェ
ス
タ
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
図
書
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
文
学
同
人
や
高
校
の
文
芸
部
な
ど
九
団
体
が
ブ
ー
ス
を

開
設
し
、
同
人
誌
の
配
布
や
活
動
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
各
団
体
の
み
な
さ

生
徒
の
特
選
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

家
族
ふ
れ
あ
い
絵
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル

�

期
間
　
一
二
月
三
日（
金
）～
一
二
月
一
二
日（
日
）

　

福
井
市
が
主
催
す
る
「
家
族
の
ふ
れ
あ
い
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
手
紙
コ

ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
比
那
ヶ
岳
俳
句
会
」
作
品
展

�

期
間
　
一
月
六
日（
木
）～
一
月
二
六
日（
水
）

　

越
前
市
を
中
心
に
活
躍
す
る
俳
句
グ
ル
ー
プ
の
作
品
展

を
開
催
し
、
新
年
を
詠
ん
だ
俳
句
を
紹
介
し
ま
し
た
。

◆
福
井
県
ふ
る
さ
と
の
日
記
念
展

「〈
若
狭
人
〉
山
本
和
夫 

～
そ
の
文
学
と
芸
術
の
世
界
～
」

�

期
間
　
一
月
二
八
日（
金
）～
二
月
二
七
日（
日
）

　

二
月
七
日
の
福
井
県
ふ
る
さ
と
の
日
に
あ
わ
せ
、
小
浜
市
出
身
の
詩
人
・
児

童
文
学
者
の
山
本
和
夫
を
紹
介
す
る
展
示
を
若
狭
図
書
学
習
セ
ン
タ
ー
を
会

場
と
し
て
、
共
催
し
ま
し
た
。
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ん
は
、
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
作
品
を
一
般
の

方
に
見
て
い
た
だ
く
貴
重
な
機
会
と
捉
え
る
と
と
も
に
、

他
の
団
体
の
方
と
の
暖
か
な
交
流
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
し
ど
り
文
学
館
協
定
記
念
朗
読
会
「
津
田
寛

治
「
天
狗
争
乱
」
を
読
む
」
を
開
催
し
、
東
京
都
荒
川
区

の
吉
村
昭
記
念
文
学
館
で
も
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
ラ

イ
ブ
配
信
で
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
河
ド
ラ
マ
「
青

天
を
衝
け
」
で
武
田
耕
雲
斎
を
演
じ
た
俳
優
津
田
寛
治
氏
の
語
り
が
、
ふ
く

だ
な
る
み
氏
演
奏
の
マ
リ
ン
バ
の
音
色
と
と
も
に
臨
場
感
を
醸
し
出
し
、
参

加
者
は
天
狗
勢
の
苦
難
の
情
景
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。「
創
作
講
座
・
小
説
」

で
は
、
本
宮
こ
と
は
氏
が
、
読
者
を
引
き
込
む
様
々
な
ヒ
ン
ト
を
話
さ
れ
、

参
加
者
は
小
説
を
書
こ
う
と
す
る
意
欲
を
刺
激
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
ほ

か
、
福
井
の
文
学
出
版
物
の
展
示
や
、
ふ
る
さ
と
文
学
難
問
ク
イ
ズ
を
行
い

ま
し
た
。
カ
フ
ェ
あ
す
わ
の
木
で
は
、
秋
季
企
画
展
深
田
久
弥
没
後
五
〇
年

記
念
展
に
ま
つ
わ
る
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
制
限

が
あ
る
な
か
で
も
、
文
学
に
親
し
む
充
実
し
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

作
家
講
演
会

　

一
二
月
に
、
深
田
久
弥
没
後
五
〇
年
記
念
展
「
山
が
あ

る
か
ら
」
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
写
真
家
で
登
山
家

の
石
川
直
樹
氏
を
講
師
に
迎
え
、
講
演
会
「
地
球
を
旅
す

る
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

石
川
氏
は
、ま
ず
、「
旅
の
始
ま
り
は
す
べ
て
本
だ
っ
た
」

と
語
り
、
影
響
を
受
け
た
本
と
し
て
、
植
村
直
己
や
星
野

道
夫
な
ど
の
本
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
旅
を
続
け

て
い
く
た
め
の
職
業
と
し
て
、
写
真
家
と
い
う
今
の
仕
事
を
選
び
、
写
真
を

撮
る
た
め
に
山
に
登
っ
て
い
る
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。
眺
め
る
時
や
場
所
で

表
情
を
変
え
る
山
、
石
川
氏
は
そ
の
瞬
間
瞬
間
を
撮
影
し
て
い
る
と
説
明
さ

れ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
写
真
や
映
像
を
紹
介
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

二
月
に
は
、
絵
本
作
家
・
鈴
木
ま
も
る
氏
の
講
演
会
を
リ
モ
ー
ト
で
開
催

し
、
絵
本
制
作
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
作
品
に
込
め
た
思
い
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
て
い
る
「
鳥
の
巣
研
究
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

オ
ー
サ
ー
ト
ー
ク
～
作
家
に
よ
る
出
前
授
業
～

　

一
二
月
に
武
生
東
高
校
、
高
志
高
校
に
お
い
て
、
作
家
・

赤
神
諒
氏
を
お
招
き
し
、「
オ
ー
サ
ー
ト
ー
ク
～
作
家
に

よ
る
出
前
授
業
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
赤
神
氏
は
ま
ず

生
徒
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
形
で
、
作
品
完
成
ま

で
の
過
程
と
要
す
る
時
間
、
原
稿
料
や
出
版
業
界
の
状
況

ま
で
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
ご
自
身

の
作
品
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
読
者
の
感
想
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
、
弁
護

士
と
大
学
教
授
を
兼
務
す
る
中
で
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
作
家
と
な
り
、
現
在

ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
て
執
筆
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
文
芸
に
よ
る
町
お
こ
し
の
可
能
性
や
、
発
想
力
を
鍛
え
る
ヒ

ン
ト
、
二
つ
の
仕
事
を
兼
ね
る
二
刀
流
の
勧
め
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
、
生

徒
た
ち
は
、
勉
強
や
将
来
の
こ
と
に
つ
い
て
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
し

た
。

ジ
ュ
ニ
ア
文
学
カ
フ
ェ

　

六
月
に
、
俳
人
の
中
内
亮
玄
氏
を
講
師
に
、
ジ
ュ
ニ
ア
文
学
カ
フ
ェ
「
現

代
俳
句
入
門
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
義
で
は
参
加
し
た

高
校
生
が
投
句
し
た
俳
句
を
取
り
上
げ
、
句
に
込
め
ら
れ

た
生
徒
の
思
い
に
共
感
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
改
善
点
を

解
説
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
俳
句
に
と
っ
て
大
切
な
も

の
は
韻
律
で
、
そ
れ
は
声
に
出
し
て
読
む
こ
と
で
確
認
で

き
る
こ
と
、
わ
ず
か
な
表
記
の
違
い
が
句
の
印
象
を
変
え

る
こ
と
、
良
い
句
の
題
材
は
日
頃
か
ら
よ
く
物
事
を
観
察

し
、
切
り
取
り
方
を
考
え
る
中
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
な
ど



福井県ふるさと文学館報　第8号 （6）令和４年３月３１日発行

を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

文
学
講
座

　

六
月
に
、
俳
人
の
山
岸
世
詩
明
氏
を
講
師
に
、
伊
藤
柏

翠
生
誕
一
一
〇
年
記
念
文
学
講
座
「
天
性
の
俳
人
伊
藤
柏

翠
と
、
愛
子
の
生
涯
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
義
で
は
柏

翠
に
つ
い
て
、
彼
の
複
雑
な
生
い
立
ち
や
俳
句
と
の
出
会

い
、
入
所
し
て
い
た
結
核
療
養
所
で
の
俳
句
指
導
の
様
子

な
ど
を
当
時
の
句
を
引
用
し
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
柏
翠
の
言
葉
「
花
鳥
巡
礼
」
と
は
、
全
国
を
巡
礼
し
て
山
川
草
木
、
鳥

獣
虫
魚
を
詠
む
こ
と
だ
と
解
説
さ
れ
ま
し
た
。続
け
て
森
田
愛
子
を
紹
介
し
、

柏
翠
と
の
劇
的
な
出
会
い
と
俳
句
へ
の
目
覚
め
、
柏
翠
の
師
・
虚
子
と
交
流

す
る
に
至
っ
た
経
緯
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

　

七
月
に
は
夏
季
企
画
展
・
か
こ
さ
と
し
の
世
界
展
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
「
子

ど
も
も
大
人
も
あ
つ
ま
れ
！
か
み
し
ば
い
口
演
会
」
を
開
催
し
、「
越
前
ら

く
ひ
ょ
う
し
ぎ
の
会
」
の
方
々
が
ご
出
演
さ
れ
ま
し
た
。
口
演
す
る
紙
芝
居

は
五
作
品
で
、
歌
や
問
い
か
け
、
そ
し
て
深
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
含
ま
れ
た

も
の
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内
容
で
し
た
。
ど
の
作
品
も
、
絵
の
色
合

い
や
構
成
が
す
ば
ら
し
く
、
離
れ
た
客
席
か
ら
で
も
見
る
者
を
惹
き
つ
け
ま

し
た
。

　

九
月
に
は
、
か
こ
さ
と
し
の
長
女
・
鈴
木
万
里
氏
に
よ

る
リ
モ
ー
ト
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。『
だ
る
ま
ち
ゃ

ん
と
て
ん
ぐ
ち
ゃ
ん
』
や
『
か
ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
』
な

ど
の
代
表
作
が
生
ま
れ
た
背
景
、
作
中
で
描
か
れ
た
物
や

登
場
人
物
に
込
め
た
か
こ
さ
と
し
の
想
い
を
詳
細
に
解
説

い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
半
は
幼
少
期
の
福
井
で
の
暮
ら
し

が
ど
の
よ
う
に
作
品
と
関
連
し
て
い
る
か
を
話
さ
れ
、
会

場
か
ら
の
質
問
に
も
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
〇
月
に
は
、
深
田
久
弥
没
後
五
〇
年
記
念
展
「
山
が
あ
る
か
ら
」
の
関

連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
山
岳
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
登
山
家
の
増
永
迪
男
氏
を
講

師
に
、
文
学
講
座
「
文
学
に
選
ば
れ
た
山
―
ふ
る
さ
と
の
山
を
含
め
て
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
増
永
氏
は
深
田
久
弥
に
つ
い
て
、
日
本
で
近
代
登
山
が
始

ま
り
、
初
登
頂
が
競
わ
れ
た
時
代
の
一
つ
下
の
世
代
に
い
る
と
位
置
づ
け
ま

し
た
。
そ
し
て
深
田
が
こ
れ
ま
で
そ
の
土
地
の
人
に
だ
け
親
し
ま
れ
て
き
た

地
域
の
名
山
を
巡
礼
の
よ
う
に
登
り
始
め
、『
日
本
百
名
山
』
が
生
ま
れ
た

と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
深
田
と
同
世
代
の
登
山
家
・
松
濤
明
や
加
藤

文
太
郎
に
つ
い
て
も
解
説
さ
れ
、
彼
ら
の
死
の
状
況
を
、
槍
ヶ
岳
の
図
を
交

え
状
況
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
ご
自
身
の
登
山
経
験
や
作
品
に
つ

い
て
登
山
の
専
門
用
語
の
解
説
を
交
え
つ
つ
紹
介
さ
れ
、
特
に
荒
島
岳
の
冬

季
の
氷
壁
登
攀
に
つ
い
て
は
、
臨
場
感
い
っ
ぱ
い
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

一
二
月
に
は
、
福
井
県
立
大
学
教
授
の
木
村
小
夜
氏
を
講
師
に
、「
文
学

講
座
・〈
手
紙
〉
か
ら
読
む
太
宰
治
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
木
村
氏
は
ま
ず
、

特
定
の
相
手
と
の
対
話
性
を
不
可
欠
と
す
る
手
紙
の
本
質
を
押
さ
え
た
う
え

で
、
敢
え
て
変
則
的
に
小
説
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
そ
の
本
質
を
浮
き

彫
り
に
し
た
太
宰
の
手
法
を
、
作
品
名
と
と
も
に
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
し
て

「
燈
籠
」、「
誰
」、「
散
華
」
な
ど
の
作
品
を
引
用
し
、
太
宰
が
手
紙
を
小
説
の�

中
で
ど
う
駆
使
し
た
の
か
に
つ
い
て
具
体
例
を
挙
げ
て
解

説
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
月
に
は
佛
教
大
学
教
授
の
堀
大
介
氏
が
「
泰
澄
和
尚

と
山
の
信
仰
」
と
題
し
て
講
演
し
、
白
山
を
開
山
し
た
と

さ
れ
、
泉
鏡
花
の
戯
曲
「
夜
叉
ヶ
池
」
に
も
そ
の
名
が
登

場
す
る
泰
澄
和
尚
に
つ
い
て
、
数
々
の
伝
説
や
福
井
の
山

と
の
関
わ
り
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ふ
く
い
文
学
ゼ
ミ

　

作
家
養
成
講
座
「
ふ
く
い
文
学
ゼ
ミ
」
は
七
期
目
を
開
講
し
、
一
三
名
が

受
講
し
ま
し
た
。
新
潮
社
の
編
集
者
の
上
田
恭
弘
氏
か
ら
、
小
説
執
筆
の
心
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構
え
や
登
場
人
物
の
設
定
、ス
ト
ー
リ
ー
の
作
り
方
な
ど
、

一
年
を
通
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
小
説
執
筆
の
コ
ツ
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
回
行
う
提
出
作
品
の
合
評
で
は

仲
間
と
の
切
磋
琢
磨
に
よ
り
実
践
力
を
磨
き
ま
し
た
。
特

別
講
座
で
は
、
現
役
作
家
か
ら
創
作
に
関
す
る
具
体
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

出
前
文
芸
創
作
教
室

　

詩
や
短
歌
、
俳
句
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
が
学
校
に
出

向
い
て
創
作
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
る
出
前
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。七
月
に
大
安
寺
中
学
校
と
高
志
中
学
校
で
俳
句
、

成
和
中
学
校
で
詩
、
一
一
月
に
武
生
第
三
中
学
校
で
書
の

授
業
を
行
い
ま
し
た
。
詩
の
教
室
で
は
、
福
井
県
詩
人
懇

話
会
の
皆
さ
ん
に
言
葉
の
組
合
せ
方
や
比
喩
表
現
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
詩
作
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
書
の
教
室
で
は
、
書
家
の
石
川
九
楊
氏
が
、
簡
体
字
や
変
体

仮
名
を
読
ん
だ
り
実
際
に
墨
で
書
い
た
り
す
る
経
験
を
さ
せ
な
が
ら
、
言
葉

の
持
つ
表
現
の
豊
か
さ
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

創
作
講
座

　

文
学
へ
の
関
心
と
創
作
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
文
章
講
座
を
三
回
、
脚
本

の
講
座
を
一
回
開
催
し
ま
し
た
。
文
章
講
座
は
、
風
花
随

筆
文
学
賞
実
行
委
員
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
県
内
在
住
の

作
家
、
大
学
の
講
師
、
新
潮
社
の
編
集
者
を
講
師
に
迎
え
、

エ
ッ
セ
イ
を
書
く
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
脚
本
の
講
座
で
は
、
劇
作
家
の
鈴
江
俊
郎
氏
が

脚
本
創
作
の
基
礎
に
つ
い
て
、「
せ
り
ふ
」
の
作
り
方
を

中
心
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令和３年度に開催したイベント一覧
期　日 イベント名 場　所

６/5（土） ジュニア文学カフェ（中内亮玄氏） 多目的ホール

６/13（日） 文学講座（山岸世詩明氏） 多目的ホール

７/3（日） 第１回ふくい文学ゼミ 多目的ホール

７/13（火） 出前文芸創作教室（俳句：西村圭子氏） 多目的ホール

７/15（木） 出前文芸創作教室（詩：福井県詩人懇話会） 多目的ホール

７/17（土） かみしばい口演会（らくひょうしぎの会） 多目的ホール

７/18（日） 第１回文章講座（張籠二三枝氏） 多目的ホール

７/29（木） 出前文芸創作教室（俳句：中内亮玄氏） 多目的ホール

８/9（月） キッズキネマ「月とあざらし」 多目的ホール

８/29（日） 第２回ふくい文学ゼミ　 研修室

９/4（土） 第２回文章講座（福田修氏） 多目的ホール

９/5（日） 文学講座（鈴木万里氏）　 多目的ホール

９/20（月） キッズキネマ「大造じいさんとガン」 研修室

１０/24（日） 第３回文章講座（森重良太氏） 多目的ホール

１０/30（土） 文学講座（増永迪男氏） 多目的ホール

１０/31（日） 第３回ふくい文学ゼミ 研修室

期　日 イベント名 場　所

11/7（日）

文
学
フ
ェ
ス
タ

「創作講座・小説」（本宮ことは氏） 多目的ホール

「朗読会『津田寛治、天狗争乱を読む』」
（津田寛治氏） 多目的ホール

「同人誌ブース」 エントランスホール

「ふるさと文学難問クイズ」 文学館カウンター

１１/３０（火） 出前文芸創作教室（石川九楊氏） 武生第三中学校

１２/４（土） 文学講座（木村小夜氏） 多目的ホール

１２/１０（金） オーサートーク（赤神諒氏） 武生東高校
高志高校

１２/１１（土） 講演会（石川直樹氏） 多目的ホール

１２/１６（木） 文学講座（増永迪男氏） 多目的ホール

１２/１８（土） 大宰文学キネマ「真白き富士の嶺」 多目的ホール

１/８（土） 山の文学キネマ「氷壁」 多目的ホール

１/９（日） 文学講座（堀大介氏） 多目的ホール

１/１６（日） 山の文学キネマ「滝を見にいく」 多目的ホール

１/２２（土） 創作講座・脚本（鈴江俊郎氏） 多目的ホール

１/２３（日） 第４回ふくい文学ゼミ 多目的ホール

２/１９（土） 第５回ふくい文学ゼミ 多目的ホール

２/２６（土） 講演会（鈴木まもる氏） 多目的ホール・自宅

リモート

リモート

リモート

リモート

リモート
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資
料
寄
贈
の
お
願
い

ト
ピ
ッ
ク
ス

　

当
館
で
は
、
福
井
の
文
学
に
関
す
る
資
料
を
収
集
・
保
存
し
、
次
の
世

代
に
継
承
す
る
と
と
も
に
展
示
・
研
究
な
ど
で
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

福
井
ゆ
か
り
の
作
家
や
作
品
に
関
す
る
資
料
（
自
筆
原
稿
、
書
簡
、
書
画
、

挿
絵
、
愛
用
品
、
写
真
、
映
像
等
）
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
文
学
館
ま
で

寄
贈
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
寄
贈
受
贈
】

　

令
和
三
年
度
に
寄
贈
い
た
だ
い
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

石
川
九
楊
氏
、
黒
川
深
雪
氏
、
鈴
木
万
里
氏
、
葊
部
恭
子
氏
、
増
永
迪
男
氏
、

山
口
明
美
氏
、
山
本
祐
夫
氏�

（
五
十
音
順
）

　

ふ
る
さ
と
文
学
館
報
第
八
号
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
を
賜
り
、
今
年

も
様
々
な
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
文
学
の
魅
力
を
発
信
し
続
け
る
為
、
時
代
に
即
し
た
新
し

い
試
み
を
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。
皆
様
の
ご
来
館
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

◆
高
見
順
資
料
の
画
像
を
公
開
し
ま
し
た
。

　

八
月
一七
日
、
高
見
順
の
命
日
に
、
当
館
所
蔵
の
資
料
の
う
ち
六
七
点
の
画

像
を
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
福
井
」（
福
井
県
立
図
書
館
・
文
書
館
・
文
学

館
が
管
理
す
る
協
同
検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
で
公
開
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
ち
な
み
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
文
学
館
「
直
筆
資
料
で

読
む
高
見
順
の
作
品
」
を
開
始
し
て
い
ま
す
。『
敗
戦
日
記
』
の
見
返
し
に
掲

載
さ
れ
た
地
図
ト
レ
ー
ス
や
、「
詩
十
篇
」な
ど
の
原
稿
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◆�

福
井
県
立
図
書
館
・
文
書
館
・
ふ
る
さ
と
文
学
館
は
、「
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
二
〇
二
一
」
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

先
進
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
図
書
館
等
に
授
与
す
る
も
の
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
知
的
資
源
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
が
主
催
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
三
館

が
連
携
し
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

沢
金
至

原
米
至

道
車
動
自
陸
北

線
号
８
道
国

り
通
橋
垣
板

御幸

駅
井
福

N

西方

福井市美術館
バス停

県生活学習館

県産業会館

県中小企業
産業大学校

羽水高校口

福井I.C.
野
大
至

郷
東
至

所
判
裁

NHK

県庁
こども歴史
　文化館

高志高校バス停

羽水高校

福井南郵便局

線
武
福
道
鉄
井
福

線
本
陸
北

橋
垣
板

橋
羽
足

橋
田
木

岡
丸
至

米松

産業会館

国道１５８号線

板垣

足羽川

橋
幸

バス停
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覧
料
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無
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休
館
日
：
毎
週
月
曜
日（
休
日
の
場
合
は
翌
日
）、 

祝
日
の
翌
日（
翌
日
が
土
日
の
場
合
は
除
く
）、年
末
年
始
、 

資
料
点
検
期
間
、第
四
木
曜
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月
に
よ
っ
て
変
更
あ
り
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開
館
時
間
：
平

　日
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時
〜
一
九
時

土
日
祝

　九
時
〜
一
八
時
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